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研究成果の概要（和文）：標識再補と活動記録によりオオクロコガネの概倍日リズムを調べた。成虫は野外の同じ樹に
約2日の周期で繰り返し夜間に現れ摂食を行うこと、比較的狭い範囲に出現日をずらした2集団が同所的に存在すること
がわかった。また、本種は内因性の約二日周期のリズムを持ち、このリズムは24時間周期の明暗条件では2周期二一度
時刻合わせをして同調すると考えられた。さらに、このリズムの形成には概日時計が関与する可能性が示された。 

研究成果の概要（英文）：Many organisms synchronize their biological activity with environmental cycles on 
the earth. However, the large black chafer Holotrichia parallela have a unique 2-day rhythm. Adults remain
 under ground in the daytime and appear on the ground every other night. We have made an ecological and ch
ronobiological study on this rhythm. Mark and recapture study suggested that beetles repeatedly appear on 
the same tree for feeding on alternate days from June to September. It is thought that 2 groups occurred s
ympatrically on different days. The captured beetles showed a clear endogeneous activity rhythm with a per
iod of about 48 h. Phase responses to light pulses suggested that this circabidian rhythm is driven by a c
ircadian clock.
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 その結果、共通して CT21 と CT45 の近くで
位相前進が見られ、CT15 では位相前進と後退
の両方が見られ、CT36 ではわずかに位相後退
が起こった（図７）。オオクロコガネが地中
に滞在する日の夜に相当する時刻において
も位相変位がみられたことから、この 2日リ
ズムの背後には概日時計のしくみが関わる
ことが示唆された。今後、他の時刻への光パ
ルス照射による位相反応を調べることによ
り、位相反応曲線を完成させ、この概倍日リ
ズムと概日時計の関係を明らかにする必要
がある。 

  
（６）概日時計遺伝子のクローニング：概日
時計遺伝子 Clockをクローニングし、部分配
列 514bp を得た。この配列は、コクヌストモ
ドキ Tribolium castaneum の配列と 69％一
致した。今後、この配列を用いて RNAi 法を
用いた発現抑制を行い、概倍日リズムへの影
響を調べ、概倍日リズムの形成に概日時計遺
伝子が係るかどうか明らかにしたい。 
 
 以上より、オオクロコガネは野外では同じ
樹におよそ2日の周期で繰り返し現れ、摂食、
交尾を行うこと、奇数日出現集団と偶数日出
現集団が同所的に存在することがわかった。
また、オクロコガネは明瞭なおよそ 48 時間
周期の内因性のリズムを持ち、24 時間の明暗
周期下では、環境周期に対して二回に一度時
刻合わせをすることにより同調し、48 時間周
期となると考えられた。さらに、このリズム
の形成には概日時計が関与する可能性が示
された。 
 
Leal, W.S., Sawada, M., Matsuyama, S., 

Kuwahara, Y., Hasegawa, M., 1993. Unusual 
periodicity of sex pheromone production in 
the large black chafer Holotrichia parallela. 
Journal of Chemical Ecology 19 No.7, 
138-1391 

 
吉岡幸治郎・山崎 康夫，1983. オオクロコガネ

の発生生態，日本応用動物昆虫学会誌 第
27 巻 第 1 号，52-54． 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔学会発表〕（計 4 件） 
① 河崎裕太・志賀向子 概倍日リズムを持

つオオクロコガネの野外における移動距
離と出現周期 第 20 回日本時間生物学
会学術大会 2013 年 11 月 9 日 近畿大
学 

② 河崎裕太・志賀向子 オオクロコガネの
行動と 48 時間周期活動リズム （社）日
本動物学会近畿支部研究発表会 2012年
5月 12 日 奈良女子大学 

③ 河崎裕太・志賀向子 オオクロコガネの
活動にみられる 48 時間リズム 第 18 回
日本時間生物学学会学術大会 2011 年
11 月 24 日 名古屋大学 

④ 河崎裕太・志賀向子 大和川河川敷に生
息するオオクロコガネの二日リズム 
（社）異本動物学会第 82 回大会 2011
年 9月 22 日 旭川クリスタルホール 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
志賀 向子（SHIGA, Sakiko） 
大阪市立大学・大学院理学研究科・教授 

 研究者番号：9024383 
 
(2)研究分担者 
 後藤 慎介（GOTO, Shinsuke） 

大阪市立大学・大学院理学研究科・准教授 
 研究者番号： 70347483 
 


